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努力指標 努力指標 成果指標 成果指標

（中間） （最終） （中間） （最終）

※　今年度、全国体力・運動能力調査未実施のため、評価できませんでした。
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領域 今後の課題 学校関係者評価記入欄

・教員の努力により、指標が１から４に向上したことは、関係する研修会に関わった者と
して嬉しく、また先生方のご努力に頭が下がります。

・今後、ＧＩＧＡスクール構想により新しい機器が整備され、活用がされていくとき、教師
の負担を軽くするためにはＩＣＴ支援員などを配置する必要がある。
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コロナ禍における小中の連携につい
ては難しいが、「わかる授業」の実
現については工夫の余地が十分にあ
り、引き続き、授業改善に努めるこ
と。
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GIGAスクール構想が実現し、生徒
一人にタブレットが配布されるの
で、ＩＣＴとのベストミックスを
工夫しいく必要がある。
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生徒活動が制限されている中、二
中としての伝統を伝え、継承して
いくための手立てを講じること。
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生徒の小中の連携意識は高いものが
あり、大切にしていきたい。今年度
実施できなかった分、来年度に向け
ての計画を綿密に立てること。
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再び緊急事態宣言による運動機会
の減少がある中、確実に指導を工
夫していく必要がある。

・学校公開や道徳授業地区公開講座等、直接、生徒の様子を参観する機会がもてな
かったのは残念でした。ただ、学校運営協議会の際には、授業の様子を短い時間です
が拝見することができ、授業中によく発言している雰囲気は伝わってきました。

・上級生のあいさつはとてもよいのだが、学年が下がるにつれ、数が少なくなっている
ように感じている。伝統を継承する意味でも、大切にしていただきたい。

・２度にわたる部活動の停止など難しい面はあるが、家庭でできる体力向上策などを
生徒会として取り上げてみるのも面白い。

・コロナ禍の中で大変ではあるが、地域と生徒のコミュニケーション、地域活動に積極
的に参加できる土台作りを、この時期を利用して計画作りとして進めるとよい。
・商店街のイベント情報は年２回(３月～１０月)発行される「みにこみ国分寺」に記載が
あります。生徒の活動の検討にご活用ください。商店会の店舗や公民館など公共施設
でもらえます。

・小中連携は一層、重視されていくことを踏まえて、各教科の連続性や系統性を研究し
て、生徒と共有して取り組んでいただきたい。
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生徒の参加が難しい状況ではある
が、今できることを確実に実行
し、地域・関係機関と情報連携に
努めていくこと。

生徒の評価が比較的高いことに満
足することなく、引き続き生徒の
道徳的価値観や心情を高める授業
を実現すること。

授業実践を通して授業力を高め合える教師、適切な指導ができる教師、組織の一員として協力して職務を遂行できる教師　

教育目標： ○健康で　たくましく生きる　　○みずから学び　創造する　　○心豊かに互いを尊重する

めざす学校
めざす生徒
めざす教師

〇学ぶ喜びが実感できる学校　　　〇ふれあう喜びに満ちた学校　　　〇夢を育む学校　　　　（校訓）　師弟同行、夢
超スマート社会　Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に向けて、世界の人々の幸福を願い、主体性を持って生きる人


